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【目　　　的】

　咬合を再構成する際に，まず咬頭嵌合位をどのような
顎位に定めるかが問題になる。その場合に基準となるの
は顎関節内の下顎頭の位置であり，これまでの研究１）

から顆頭安定位であることが望ましいと考えている。臨
床的にその顆頭位を求めるにあたっては，下顎後退位を
たよりにする術式２）やタッピング運動の叩点から定め
るなどの試み３，４）が行われている。
　咬合再構成には下顎位を定める他に，生体のもつ下顎
運動に咬合を適合させる必要がある。このために下顎側
方滑走運動と調和した咬合面形態を付与することが要件
となってくる。この側方滑走運動はその運動を成り立た
せているガイドの変化によって，下顎頭部の運動経路が
変化するとの報告５，６）があるが，不明な点も多い。
　補綴処置の必要な症例のなかには，咬頭嵌合と歯のガ
イドが喪失しているものも多数存在している。この様な
症例においては，上下顎歯列に口内描記装置を装着して，
描記針と描記板の接触とに誘導される側方滑走運動経路
を記録している。しかし，描記装置に誘導される下顎頭
の運動経路と，有歯顎における歯のガイドにより記録さ
れる運動経路とでは，差異が生じているとの報告がある。
そこで，側方滑走運動時の出発点となる下顎後退位は新
たな咬頭嵌合位を定める基準となりえるのか，さらには
側方滑走運動の下顎頭運動経路が口内描記装置装着時と
天然歯によるガイドでどのように異なるかについて，分
析することを目的として本研究を遂行した。

【方　　　法】

　被検者は，顎口腔系に自覚的に異常を認めない，ボラ
ンティア男性７名，女性２名（平均年齢 24.6 歳）とした。
各被検者について，天然歯および口内描記装置（図１）
の２種類のガイドによる側方滑走運動を６自由度顎運動
測定装置TRIMETによって，下顎切歯点と左右の顆頭
部に求めた全運動軸７）上の点の運動を分析した。

　天然歯ガイドでは咬頭嵌合位，下顎後退位から始まる
側方滑走運動の２種類の運動を記録し，口内描記装置に
よるガイドでは下顎後退位から始まる側方滑走運動を記
録した。
　側方滑走運動の記録は３回行い，各被検者ごとに得ら
れた切歯点部における下顎後退位の値の中から最後方に
位置している下顎位を，その被検者における下顎後退位
の代表値として以後の分析に用いた。
　またガイドの相違による平衡側顆路経路の変化を彎曲
度（D）８）の変化として評価した。なお，平衡側顆路の
彎曲度（D）は水平面における平衡側顆路の開始点と切
歯点４mm側方位に対応する顆頭点を結んだ線分から平
衡側顆路までの最大距離として求めた（図２）。 
　下顎運動測定時には，被検者は座位で頭部を安頭台に
固定し，カンペル平面を水平に保った頭位において，術
者の手指による誘導の元測定を遂行した。
　測定座標系は，切歯点および左右顆頭点それぞれにお
いて，咬頭嵌合位の位置を原点にとり，カンペル平面を
基準として前後方向をｘ軸，左右方向をｙ軸，上下方向
をｚ軸とする座標とした。口内描記装置装着時には咬合
挙上がされることから咬頭嵌合位は不明となるので，天
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図 1　口内描記装置
描記板は上顎歯列咬合平面に平行に設定，描記針は左右側下
顎第一大臼歯間の中央で，描記板に垂直に固定。
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然歯列において記録した咬頭嵌合位の座標について，顆
頭点を中心とする円弧上に口内描記装置による咬合挙上
量を算出し，その点を切歯点運動経路上の咬頭嵌合位の
位置と補正して，これを原点とした座標系において運動
経路を評価した（図３）。

【結果と考察】

　天然歯ガイドと比較して，口内描記装置にガイドされ
る側方滑走運動の出発点である下顎後退位は側方に偏位
した。その様相は被検者ごとにさまざまな下顎位を示し，
咬頭嵌合位から側方偏位しながら下顎後退位にいたる症
例が殆どであった。天然歯によるガイドの顆頭点におけ
る側方への偏位量は右顆頭で 0.20 ± 0.16mm，左顆頭で
0.20 ± 0.11mm（表 1），口内描記装置装着時の顆頭点に
おける側方への偏位量は右顆頭点で 0.43 ± 0.17mm，左

顆頭で 0.39 ± 0.15mmであった（表２）。天然歯による
ガイドから口内描記装置によるガイドに変わると下顎後
退位の側方偏位量は顆頭点で約 2倍になっていた（図
４）。
　また，側方滑走運動の平衡側顆路を水平面投影像とし
て観察すると，側方滑走運動のガイドの種類により大き
く変化した（表 3）。すなわち，咬頭嵌合位から始まり
天然歯でガイドされる平衡側顆路に比較して，口内描記
装置にガイドされる運動経路は大きく内彎し，異なった
様相を示すことが認められた。このことから下顎頭運動
は咬合接触のあり方により変化するものであることが示
唆された。

　咬頭嵌合位と歯のガイドを喪失している症例において
は，下顎後退位からだけでなく，タッピングポイントの
収束点などの情報を加え，適正な咬頭嵌合位を定める必
要がある。その後に下顎頭運動に調和するガイドを設定
して，このガイドによる新たな咬頭嵌合位からの側方滑
走運動を記録し，この下顎運動に適合する咬合を新たな
補綴装置に付与していくことが，適正な咬合の付与に不
可欠であることが明らかとなった。
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図３　測定座標系
口内描記装置装着時の原点：天然歯列において記録した咬頭
嵌合位の座標について，顆頭点を中心とする円弧上に口内描
記装置による咬合挙上量を算出し，その点を切歯点運動経路
上の咬頭嵌合位の位置と補正して，これを原点とした。

図４　ガイドの相違による下顎後退位の様相
　　　　　　　（模式図）（水平面）
太線：咬頭嵌合位時の下顎位
細線：各被検者の下顎後退位時の下顎位
分析点の偏位量はきわめて小さいため，下顎の大きさに対し
て偏位量は 25 倍拡大で示した。

図２　左側方滑走運動時の右顆頭点における彎曲度（D）
 （模式図）：内方（正中側）に向かって彎曲しているものを（＋），
外方に彎曲するものを（－）とした．平衡側顆路に複数の彎曲
が見られる場合には，第1番目の彎曲を測定値として選択した．
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表１　天然歯に誘導される下顎後退位（mm）

被　　検　　者
1 2 3 4 5 6 7 8 9 平均 （SD）

切
歯
点

x（前－後） －0.51 －0.19 －0.62 －0.62 －0.17 －0.85 －0.76 －0.54 －0.28 －0.50 0.24
y（側方：絶対値） 0.06 0.15 0.14 0.25 0.02 0.16 0.64 0.26 0.31 0.22 0.18
z（上－下） －0.74 0.00 －0.97 －0.56 0.02 0.26 －0.83 －0.35 －0.58 －0.42 0.43
L（３次元移動距離） 0.90 0.24 1.16 0.87 0.17 0.90 1.29 0.69 0.71 0.77 0.37

右
顆
頭
点

x（前－後） －0.36 －0.18 －0.03 －0.43 －0.33 －0.93 －0.56 －0.33 －0.09 －0.36 0.27
y（側方：絶対値） 0.15 0.18 0.15 0.06 0.16 0.21 0.56 0.04 0.32 0.20 0.16
z（上－下） 0.03 0.04 －0.19 0.05 0.00 0.66 －1.01 0.09 0.11 －0.02 0.44
L（３次元移動距離） 0.39 0.26 0.25 0.44 0.36 1.16 1.28 0.34 0.35 0.54 0.39

左
顆
頭
点

x（前－後） －0.17 －0.19 －0.18 －0.54 －0.14 －0.68 －0.71 －0.47 －0.02 －0.34 0.26
y（側方：絶対値） 0.09 0.17 0.19 0.17 0.23 0.20 0.44 0.04 0.29 0.20 0.11
z（上－下） 0.15 －0.05 －0.04 －0.16 －0.14 0.12 －0.16 0.19 0.03 －0.01 0.14
L（３次元移動距離） 0.24 0.26 0.26 0.59 0.30 0.72 0.85 0.50 0.29 0.45 0.23

表２　口内描記装置に誘導される下顎後退位（mm）

被　　検　　者
1 2 3 4 5 6 7 8 9 平均 （SD）

切
歯
点

x（前－後） －0.09 －0.28 －0.04 －0.35 －0.51 －0.38 －0.70 －0.35 －0.36 －0.34 0.20
y（側方：絶対値） 0.08 0.58 0.07 0.28 0.23 0.26 0.75 0.22 0.19 0.29 0.23
z（上－下） －0.08 －0.36 －0.14 －0.14 －0.26 －0.63 －0.10 －0.15 －0.42 －0.25 0.18
L（３次元移動距離） 0.14 0.74 0.16 0.47 0.62 0.78 1.03 0.44 0.58 0.55 0.29

右
顆
頭
点

x（前－後） 0.13 －0.20 －0.07 －0.42 －0.33 －0.57 －0.57 －0.37 －0.30 －0.30 0.23
y（側方：絶対値） 0.33 0.51 0.42 0.43 0.28 0.15 0.75 0.43 0.54 0.43 0.17
z（上－下） －0.01 0.10 －0.12 0.27 0.37 0.47 －0.54 0.31 －0.10 0.08 0.31
L（３次元移動距離） 0.36 0.55 0.44 0.66 0.56 0.75 1.08 0.64 0.63 0.62 0.21

左
顆
頭
点

x（前－後） －0.21 －0.20 0.33 －0.10 －0.18 －0.62 －0.55 0.00 0.01 －0.17 0.29
y（側方：絶対値） 0.34 0.45 0.36 0.34 0.15 0.22 0.64 0.45 0.56 0.39 0.15
z（上－下） －0.04 －0.31 0.18 －0.03 0.10 0.10 0.14 0.08 －0.08 0.02 0.15
L（３次元移動距離） 0.40 0.58 0.52 0.36 0.25 0.67 0.86 0.46 0.56 0.50 0.18

表３　平衡側顆路の彎曲度（D）（mm）

ガイド
被　　検　　者

1 2 3 4 5 6 7 8 9 平均 （SD）

口内描記装置
右顆頭 0.38 0.18 0.35 0.60 0.50 0.06 0.21 0.05 0.29 0.29 0.19
左顆頭 0.32 0.31 0.36 0.32 0.17 0.12 0.64 0.06 0.32 0.29 0.17

天然歯
右顆頭 －0.10 0.09 0.11 0.36 0.14 －0.22 －0.12 －0.24 0.12 0.02 0.20
左顆頭 0.17 0.13 0.19 0.07 0.26 0.05 －0.21 0.07 0.04 0.09 0.13

（D) の変化量
右顆頭 0.49 0.09 0.24 0.23 0.37 0.27 0.33 0.28 0.17 0.27 0.11
左顆頭 0.16 0.18 0.17 0.25 －0.10 0.07 0.85 －0.01 0.28 0.21 0.27
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